
Ⅰ　　社会生活の前提
　黒板、オーバーヘッドを活用してわかりやすくするとよい。たとえば、
(Ａ)教会、(Ｂ)家庭、(Ｃ)社会を図に書いてはどうか。
　家庭こそ最も基本的な信仰の営みの場であるといえるが、上図のように説
明してもよい。
　１．基盤
◇指導上の心得
　本講座は全体を基本篇と応用篇とに分けているが、基盤は最も重要である。
基盤と規範を喪失している日本社会の状況にふれつつ、家の土台や青写真の
重要性にたとえてわかりやすく解説していく。
◇解説の資料
　初代教会において、イエスは主、と告白することは命がけであった。残念
ながら、戦時中の日本の教会は全体的に、この点があいまいであった。戦後
もこのあいまい性が尾を引いている。キリストを心情のみに閉じ込めてはな
らない。主観的になりやすい信仰の傾向を、神の主権を告白することで客観
的にスケールの大きなものにする必要がある。
　２．現実
◇指導上の心得
　日本人論のブームは去らない。あまり深入りせずにポイントをおさえる。
本文中の夏目漱石「草枕」冒頭のことばや、日本のことわざ、流行したコピ
ー（たとえば赤信号みんなで渡ればこわくない等、画一化、集団思考、没個
性）を通して現実社会の特徴を浮きぼりにさせる。
◇解説の資料
　現代の潮流（トレンド）は急流であり、静かな底部の泥流（長い時間をか
けて堆積された日本的なもの）は不動である｡｢このくにで主に従う」井戸垣
章著いのちのことば社、第一章参考のこと。
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◇補助資料
　事実の現実面を真実に洞察せねばならない。現実を無視したり、現実にの
みこまれたりすることは共に正しくない。真の信仰者は現実を直視した。
（カレブとヨシュアの例、民数記１３章、１４章)
　３、立場と姿勢
◇指導上の心得
　本来の聖書的クリスチャン像（アイデンティティ）の確立は極めて重要で
ある。ここは少しくわしく強調するとよい。ねらいは、律法的、否定的クリ
スチャン・イメージの打破にある。
◇解説の資料
　派遣されている事実はどんなに強調しても強調しすぎることはない。
「地の塩、世の光である」（直説法）から、エペソ５：８、マルコ９：５０
（命令法）がある。逆でもなければ、一方的でもない。律法的でもなければ、
無律法（放縦）でもない。聖書の信仰は非常識、不合理ではない。超常識、
超合理の世界である。円満性においていかにイエスが完全であったかを見よ
（ルカ２:４０、５２)｡
◇補助資料
　倫理面では「現代のキリスト者と聖書の倫理」多井一雄著、いのちのこと
ば社が参考になる。
　西沢潤一、中公新書、一般に科学者は鋭い哲学的もしくは宗教的洞察力を
持っている場合が多い。
　義憤、公憤そのものが社会を変えるわけではないが、憤りは信仰の正常な
発露である。神の怒り、イエスの怒りを見よ（エレミヤ、６：１１、マルコ
３：５、黙６：１６、なおヨハネ２：１４～１７を参照)｡
　考えることの重要性 ― 人間は考える葦である（パスカル)｡ＩＢＭ初代社
長トーマス・ワトソンのことば read(考える材料を読め)､listen to(考える材
料を聞け)､discuss（漠然とした考えを修正し、整理するために討論せよ)､
observe(よく事物を観察せよ)、think（読み、聞き、討論した内容について考
えよ)､このうちthinkが一番大切で､ＩＢＭでは係長以上のデスクにthinkというプレートが置かれている。
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　信仰（特にペンテコステ信仰）は決して反知性的ではない。
　他宗教の信者がどれだけ勉強しているかを考えてみること。
　４．目的
◇指導上の心得
　目的はまた動機づけともなる。クリスチャン・スチュワードシップ（主に
仕える生活）を通して、神の栄光を具体的にあらわしていくことを強調する。
◇解説の資料
　「ただ神の栄光のために」は、すべてのクリスチャンの目的である。ヨハ
ネ福音書中の「栄光」に注目せよ（１：１４、２：１１、７：３９、１８：
５４、１１：４０、１２：２３、１６：１４、１７：５、１７：２４、２１
：１９、なお９：３、１２：２８にイエスの救いのみわざが何のためであっ
たかが、最も鮮やかに示されている)｡
　５．活力
◇指導上の心得
　みことばと御霊と愛の不可分の結びつきを強調し、忠実な教会生活が社会
生活の基本であることを覚えさせるようにする。
◇解説の資料
　エペソ５：１８は「御霊に満たされ続けなさい」が原意。御霊に満たされ
ることと、みことばに満たされることと、愛に満たされることとは、同じこ
とであると言ってよいほど、密接に関連している。愛は好きという感情では
なく、人に仕えていく意志である。マルコ１０：１２～４５、ピリピ２：１
～８を参照のこと。
◇補助資料
　「なぜキリスト教は、かくもわずかな善しかなしていないのであろうか。
それは明らかにルカ９：２３の主の厳粛なみことばを忘れたためである。も
ちろん、神のみわざは、このような根本的欠陥にもかかわらず前進する ―
しかも、驚くべきような様で。しかしながら、その欠陥がなかったら見られ
たであろう程は進み得ない。神の言葉も、それを聞く者が､｢己をすて、日々、
己が十字架を負う」ことをしないかぎりその十分な効力を発揮することはで
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きない｡｣（世にあるキリスト者、ジョン・ウエスレー、日本ウエスレー出版協会、引用はこの中の第６章「キリスト教の無力の諸原因」より）ウエスレーは１８世紀の道徳的に退廃した英国に、リバイバルをもたらしたメソジスト派の創始者。
                Ⅱ　　社会生活の実際
◇指導上の心得
　多様な社会のすべての場を扱うことはできないので、受講者の現実に合わせて、５つの項目のどれかに焦点をしぼって、基本的なことがらをつっこんで提示するとよい。
　受講者の反応を絶えずキャッチ（フィードバック）し、自己の証し、信徒の証しをまじえて、わかり易く具体的に進める。
　一般的に、社会に対する信仰者の姿勢はうしろ向きである。全体の項目を
通して、信仰者は社会でも立派に通用するし、堂々とやっていけるから、もっと胸を張って、社会にかかわるべきことを強調し、自信を持たせるようにする。使命感は大切であるが、これを意識しすぎると、悲壮感になりやすい。信仰は何よりも豊かな人間性を回復（本当の人間らしさを取り戻すこと）させる。社会でもっとのびのび明るく、輝いていけるはずである。社会人クリスチャンの存在感を確信して、自信を持って教えることである。
　１．学校生活
◇指導上の心得
　将来の社会人への基礎づくり期間として、教会生活の充実、勉強することの積極的意義を語る。高校、大学生のいる親に対しても、現代の教育事情を説明しながら、子に対するアドバイスと祈りの大切さをアッピールするとよい。
◇解説の資料
　現今の教育現場は、行政の貧困もあって、偏差値人間による無気力人間を製造する場になっている。つめこみ式知識偏重で、クリエイティブなものに乏しい。これほどの知的レベルに達している社会でありながら、外国にくら
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べ、ノーベル賞の受賞者が極めて少ないことは、教育のあり方を考えさせられる一資料ではある。信仰者は知識と知恵のバランスを与えられて、聖霊によるクリエイティブ（創造性）にも恵まれる。
　２．職場生活
◇指導上の心得
　職業と職場での立場が千差万別であることを考慮しつつ、共通項に留意し、受講者の層にマッチしたアプローチを展開するようにつとめる。
　職場での複雑な人間関係ゆえに気苦労、気疲れの絶えないサラリーマン生活の悲哀に同情し、上から教えるのでなく、彼らの仲間になったつもりで、生きた証し、苦労話をフルに活用しながら、とりわけ“付き合い”の精神と技術を、クリスチャンの観点から示唆していく。
◇解説の資料
　導入部の四人の経営者からの引用は、1990年３月朝日新聞特集号より。共通点は中途半端な仕事への取り組みを戒め、同時にいわゆる仕事人間だけのつまらない人物になるな、ということである。信仰に徹底して生きると、社会でも必ずそれ相当に評価される。
　生活のリズムについては新入社員、平社員よりも、中間管理職の立場がつらいであろう。引用は共に「成功への名語録」講壇社編1989年出版、より。　酒については、最近はとみに女性も飲みっぷりがよくなってきた。酒を拒否するストイックな姿勢は、いかに説明しても、とても理解されまい。ここでは、特に生きた勝利の証しを収集しておくとよい。
◇補助資料
　余暇と趣味について、アンドレ・モーロワ「休息する技術」に以下のような分類がある。
　①気晴らしとしての労働 ― 造園、釣り、狩猟、指物細工などそれぞれの専門家がやれば職業労働だが、素人がやればレクリエーションとなる。
　②ゲーム ― チェスやブリッジや、あらゆるスポーツ。人為的な規則に従　　って闘う楽しみ。
　③映画、演劇 ― 芸術作品の世界では、われわれ自身は何ら決定を下さなくていい。他人に活動してもらう、現実の生存競争の小休止。
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　④旅 ― 責任から解放され、自分のためにだけ生きる時間。生命の洗濯。　余暇の神学的考察は､｢レジャーの神学」佐藤睦夫著　新教出版社を参考のこと。
　３．地域生活
◇指導上の心得
　町内会、冠婚葬祭とのかかわりの中でのつき合いに的をしぼる。体験談を引き出し、具体的実際的に進めるとよいであろう。
◇補助資料
　近所づき合いの秘訣、①思いやりをもつ、②相手の話をよく聞いてから返事をする、③相手のプライバシーを尊重し、決して私生活に立ち入らない、④うわさ話をしない、⑤頼みごと、頼まれごとは互いに責任をもち、規則を決めてすること、⑥見栄や義理でいやいや頼みごとを引き受けない、⑦さわやかな断り方は、相手の立場を思いやっての上で、はじめて可能 ― クリスチャン生活事典､｢近所づき合い、近所伝道」より　教会新報社
　４．市民生活
◇指導上の心得
　最も今日的で、ノンクリスチャンになかなかわかってもらえないデリケートな問題を扱うので、かなりの下準備が必要である。理屈ではなく、心情的な国民性の理解と、教会と国家、信仰と政治の関係の把握が不可欠である。できるだけかみくだいて教えていく。
◇解説の資料
　ロマ１３：１のコンテキスト（文脈）に注意。１３：１１～１４は再臨への自覚がすすめられている。再臨観によって、政治国家とのかかわり方が左右される。再臨までこの世は改善されず、再臨ゆえに政治的なことにかかわるべきでないという見方がいかに多いことか。１３：１３に注目。再臨信仰ゆえに「昼歩くようにつつましく（品性をもって）歩こうではないか」とすすめられる。これは、再臨が近いので、クリスチャンらしく、1３：１～1０を受けとめよという意味である。なおⅠテサロニケ４：１１、1２、５：1４、Ⅰテサロニケ３：１３を参照のこと。
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◇補助資料
　「新約聖書における国家と政治」石井晴美著　ヨルダン社　「日本の習俗とキリスト者」斎藤篤美著　いのちのことば社　「現代社会をどう生きるか」稲垣久和著　いのちのことば社　以上は一読の価あり。
　５．老いへの備え
◇指導上の心得
　教会も教職、信徒が高齢化しつつあることを覚え、真剣に取り組むべきである。75才で行く処を知らずして旅立ったアブラハム、80才で召されて燃える柴とされたモーセを常に念頭において、暗くなりやすいテーマを、明るく講義すること､(創世記１２:１～４、出エジプト、使徒７:３０、申命記３４：７)
◇解説の資料
　老年こそ人生の開花と見たポール・トウルニエの「老いの意味」「人生の四季｣(共にヨルダン社）からの導入部。
　老人の分類は「老いへの挑戦」岩波ブックレットNo.１４５からの引用。
全体が「老いを日々新しく」小助川次雄著 いのちのことば社 に負っている。
                    Ⅲ　　今後の課題
◇指導上の心得
　今後の課題というより、これまでのまとめであり、結論でもあるので、特に信仰生活の二元化をいましめ、社会への積極姿勢を再度強調し、アッセンブリー人への神の期待を示しつつ、明るい展望を持たせて終わるようにつとめる。
◇解説の資料
　伝道と社会的責任が共に重要である点については､｢ローザンヌ宣教シリーズ、No.２1伝道と社会的責任」関西ミッション･リサーチ･センター及び「地の塩、世の光」ジョン・ストット著　すぐ書房　を参照のこと。
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◇補助資料
　「悪魔に関して人間は二つの誤謬におちいる可能性がある。そのひとつは悪魔の存在を信じないことであり、他はこれを信じて、過度の、そして不健全な興味を覚えることである。悪魔どもはこの二つを同じくらい喜ぶ｣(「悪魔の手紙」Ｃ．Ｓ．ルイス著　新教出版社の序文)｢第一、キリスト教徒は根本的に非キリスト教徒とはちがう人間であり、またちがうべきである。……第二、キリスト教徒は非キリスト教的な社会に浸透していくべきである。……第三、キリスト教徒は非キリスト教的な社会に影響を与えることができる。……第四、キリスト教徒は、自分がキリストのものであることが人の目につくように、その特徴をたもたなくてはならない｡｣ジョン・ストット著「地の塩、世の光」より）
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